
森 一久様 2009.12.10.

伊原義徳

原子力 eye原稿の改訂について

来年から始まる原子力 eyeへの連載に関し、中村編集長と連絡の結果、原案の「廃墟か

らの立ち上げ」 (1回 )を補足して、上下 2回 とすることになりました。

改訂案と中村編集長発 e‐maユ を添付します。ご意見があれば、お聞かせください。
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肥 料 な ど の 製 造 施 設 を
「 プ ラ ン ト 輸 出 」 が 緒 に

も 「 プ ラ ト ン 輸 出 は 重 要

を ロ ー ド 公 団 と 言 い 、 一

な ど 、 言 い 違 え が 多 い の

技 術 導 入 と 機 械 の 外 貨

国 技 術 と の 格 差 を 縮 め る

も 効 果 的 で あ っ た 。 松 下
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松

藤

務

留

当

　

現

理

ｊ

。

を

ｏ
う

あ

産

　

主

ル

わ

ヽ
た

村

力

た

帰

の
　

議

入

が

原

結

を

繰

と

功

原

子

力

縄

た

ろ

で

合

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

力

、
事

ヽ
担

　

実

ン

る

た

の

ド

ヽ
も

し

志

子

れ

醐

立

　

衆

初

た

Ｆ
　
。
臣

と

サ

成

は

原

有

正

樹

の

で

の
　

期

卜

乗

い

一
設

　

が

に

れ

。
た

大

る

ツ
を

次

で

の

に

つ
だ

癖

総

　

国

億

り

て

が

ヽ
原

ら

の
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

秀

そ

の

力

　

早

ン

に

傾

き

あ

る

口

る

　

米

数

知

し

い
義

ヴ

寄

団

会

　

主

閣

さ

た

し

当

あ

サ

球

。
園

界

し

川

。
た

子

　

の

ヒ
算

に

と

で

す

が

な

。

ヽ

。
を

と

思

重

一
ち

剥

員

　

社

内

診

し

を

担

で

ヽ
野

た

公

力

足

湯

た

れ

原

。
電

の
採

入

の
割

事

Ｊ
ら

る

回

た

の

す

る

前

ネ

立

議

委

　

聞

山

打

張

顔

力

要

ず

業

せ

谷

子

発

、
れ

さ

き

た

発

社

は

導

一
役

従

よ

か

あ

２
得

る

指

た

松

ュ
に

鳴

力

　

新

鳩

を

主

な

子

重

せ

職

さ

比

原

が

理

さ

設

続

つ
力

公

所

の

万

む

に

だ

野

で

と

を

い

目

浩

ヽ
ジ

国

こ

子

　

士冗
次

任

と

訪

原

は

も

ヽ
功

日

ら

ｏ
会

代

成

新

き

な

子

力

電

炉

原

　

読

三

就

ゴ
怪

ヽ
力

明

前

成

ヽ
か

た

員

長

構

が

引

と

原

子

発

国

ヽ
込

発

目

分

の
後

会

て

を

暗

男

ヽ
米

ｏ

ヽ
　

郎

第

官

る

は

じ

子

説

戦

を

て

英

て

委

員

で

局

ヽ
と

ヽ
原

ル
英

て

し

開

駄

門

た

了

機

い

１

と

正

が

ヽ
た

つ
と

力

は

専

い
終

る

働

の

か

田

名

途

し

定

　

太

に

長

や

理

任

原

は

は

業

つ
米

立

力

委

員

力

り

こ

は

国

一　
ヽ

制

　

松

几

庁

を

総

就

ヽ
由

私

事

切

た

り

子

郎

委

子

移

す

長

英

ホ

て

持

落

子

て

る

て

ス
す

に

分

と

前

４

帰

内

法

　

カ
ー

衛

臣

と

に

は

理

Ｆ

ビ

リ

ま

盛

原

一
各

原

に

だ

員

た

一
け

を

に

原

い

ゆ

し

一
学

発

０

こ

ヽ
員

の
案

本

　

正

１
防

大

ｊ
官

で

の

。
レ

張

ヽ
を

こ
川

巳

に

こ

い
委

し

ダ

受

斧

心

て

て

ら

調

コ
見

活

１

は

炉

し

せ

あ

強

と

を

が

の
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

の

弘

議

議

ご

基

　

　

ヽ
ら

当

？

長

弁

そ

た

テ

と

し

運

月

石

廣

府

そ

見

力

聘

ル

を

先

康

会

会

を

力

。
こ、
し

か
・
担

ね

庁

答

に

を

国

任

は

を

み

設

人

そ

年

根

国

際

内

子

た

『

選

岬
　

　

　

　

　

、
せ

は

Ｊ
催

機

‐

ヽ
澤

理

て

を

子

招

一
の

一
カ

だ

発

会

で

さ

後

。
開

時

棒

帰

に

力

と

休

施

万

て

十

曽

派

国

所

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
年

長

有

総

つ
斐

原

ヽ
コ
た

原

つ
　

当

総

子

何

開

国

み

過

戦

る

を

し

　

員

ヽ
て

帰

甲

力

で

Γ

し

転

御

は

屋

子

こ
夏

力

数

め

何

中

党

用

究

の

な

５５

に

（）原
て
道

ｏ
の
通

。あ
会
聘
％
委
夫
し
かり
き

正

心

ヽ
言

運

制

ち

理

原

る

　

子

で

せ

が

　

超

利

研

後

と

　

員

た

ｒ

つ
海

た

す

を

た

で

覧

招

　

郎

由

と

か

生

　

熱

が

発



討

効

導

違

電

そ

卜

人

　

　

　

が

ヽ
え

５
　

と

　

た

国

事

　

飛

化

力

能

。
大

な

詰

を

検

く

を

の

発

。
ン

役

　

正

電

た

格

替

６

て

こ

　

し

が

は

　

に

酸

電

造

た

の

れ

手

起

で

さ

所

利

力

い

ヒ

端

　

ｒ

発

つ
合

り

４

じ

る

　

労

わ

の
　

間

二

電

製

つ
上

さ

か

奮

手

小

電

金

火

高

Ｆ

つ
　

の
力

ま

不

切

ヵ

と

せ

　

苦

ヽ
た

　

の

で

発

卜

な

史

待

さ

の

若

が

発

や

鋭

は

は

木

。
か

子

始

査

に

り

費

乗

　

変

が

し

　

年

程

ヽ
ン

に

類

期

さ

手

の

量

力

制

新

価

長

。
た

営

原

が

検

品

も

発

に

　

大

断

与

　

十

過

て

ラ

で

人

が

い
若

局

容

火

税

の

原

員

る

つ
国

本

設

の
部

積

開

算

　

は

決

寄

　

数

の

し

プ

ま

う

番

ヽ
に

力

は

鋭

。
本

電

委

す

か

か

日

建

板

産

見

究

採

　

者

る

く

　

後

電

と

た

る

い

出

は

特

子

所

新

い

日

発

カ

イ

な

営

の

で

鉄

国

初

研

く

　

係

え

き

。
の

発

源

ま

き

と

の
状

者

原

電

ら

良

ヽ
の

正

ぺ

れ

民

営

村

器

で

当

が

や

　

関

言

大

い

そ

は

一　
。
で

却

力

現

係

ヽ
発

か

が

と

ル

Ｌ^

さ

ヽ
民

海

容

ど

の

力

う

　

で

も

に

き

ヽ
電

ギ

た

献

脱

子

の

関

か

力

国

率

る

一
た

か

に

り

ヽ
東

力

な

円

電

よ

　

い

と

展

大

は

発

ル

つ
貢

の

原

国

後

の

火

米

効

み

ホ

げ

た

手

た

て

。
圧

合

億

９

ヽ
　

」遅
勇

発

は

動

カ

ネ

至

く

ら

ヽ
が

今

る

の

は

く

て

一
上

つ
相

当

経

た

ヽ
具

０

を

り

　

み

蛮

期

績

活

子

工
に

き

か

り

我

。

５

乗

国

国

き

し

ダ

に

言

ヽ
に

を

れ

更

不

３

額

よ

　

込

の

早

功

力

原

い

う

大

料

た

ら

る

に

英

が

大

算

ル
長

と

と

入

Ｊ
さ

変

の

ヽ
差

に

　

見

長

の

の

子

ヽ
な

な

に

燃

当

が

え

算

。
わ

が

計

一
員

る

ｊ
導

争

立

の
係

く

ヽ
と

　

な

員

発

そ

原

し

し

賄

界

石

に

な

見

ｏ

採

た

。
量

。
コ
委

す

れ

の
論

設

へ
関

多

り

こ

。
う

委

開

ヽ
の

展

出

を

世

化

期

念

に

い

に

い

い
容

る

て

を

イ

と

炉

野

が

造

御

が

な

る

た

よ

力

力

り

国

発

放

割

ヽ
し

時

残

態

た

当

開

悪

ヽ
あ

べ

果

ぺ

つ
国

河

＞

構

制

と

と

す

き

の

正

子

あ

が

に

を

三

も

か

の

ヽ
状

し

本

を

が

し

も

比

結

が

黙

英

・
株

震

測

こ

円

担

で

こ

ヽ
原

で

我

的

素

の

で

し

動

ら

り

待

会

率

入

い

に

の

ン

は

　

力

＜

耐

計

る

億

負

が

　

が

の
実

　

躍

炭

量

力

　

変

が

ま

期

れ

原

ま
　
ヽ

生

長

年

事

４

理

２

所

９

究

・・
研力
　
。

り

子

任

の

原

歴

し

本

を

よ

日

理
ヽ
代

ら

官

長

は

次

員

い

務

委

＜

事

会

徳

術

員

義

技

委

原

学

力

伊

科

子
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